
　
合
併
  　
    年
目
を
迎
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
よ
り
住
み
や
す
い
街
を
め
ざ
し
て
～

京

都
市
・
交
通
基
盤
の
整
備

　
合
併
後
の
新
市
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た

め
、
平
成
　
年
１
月
９
日
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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ィ
バ
ス
「
ま
め
バ
ス
」
が
北
・
中
・
南
ル
ー

ト
で
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
宿

城
・
新
北
・
新
南
ル
ー
ト
を
新
た
に
開
設
し
、

市
内
の
住
宅
地
と
市
の
施
設
、
病
院
、
駅
な

ど
を
結
び
な
が
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、七
光
台
駅（
虚
）・
清
水
公
園
駅（
許
）

査
費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

福
祉
業
務
の
充
実
も

　
福
祉
の
分
野
で
も
、
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
障
害
の
種
別
ご
と
に

異
な
っ
て
い
た
受
付
窓
口
を
一
本
化
し

た「
障
害
者
何
で
も
相
談
窓
口
」に
、さ
ら

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
就
労
支
援
な

ど
も
加
え「
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
」（
鋸
）と
し
て
社
会
福
祉
課

内
に
開
設
し
ま
し
た
。同
課
に
は
、週
２

回
、手
話
通
訳
者
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
敷
地
を
無
償
貸
与
す
る
な
ど

市
も
積
極
的
な
支
援
を
行
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
運
営
の
精
神
障
害
者
小
規
模
通
所

　
平
成
　
年
6
月
6
日
、
野
田
市
と
関
宿
町
が
合
併
し
て
、
今
年
で
５
年
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目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
合
併
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
反
映
し
た「
新
市
建
設
計
画
」を
基
に
、
行
政
改
革
を
積
極

的
に
展
開
し
つ
つ
、
新
た
に
生
ま
れ
た
財
源
を
活
用
し
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
合
併
し
て
5
年
目
を
迎
え
た
野
田
市
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

・
梅
郷
駅（
距
）で
は
、東
西
連
絡
自
由
通
路
と

東
口
を
整
備
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
設

置
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー（
障
壁

の
な
い
こ
と
）化
し
ま
し
た
。

　
市
の
東
西
南
北
を
結
ぶ
道

路
網
の
整
備
も
進
め
て
い
ま

路
は
、
整
備
計
画
全
体
の
約
半
分

す
。
関
宿
地
域
と
川
間
駅
方

面
を
結
ぶ
江
戸
川
左
岸
連
絡
道

の
拡
幅
工
事
が
終
了
し
、
船
形
吉
春

次
木
古
布
内
線
な
ど
の
幹
線
道
路
も
用
地
買

収
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
念
願
の
東
京
直
結
鉄
道
は
、
埼
玉
県
内
の

ル
ー
ト
が
一
本
化
さ
れ
、　
年
度
は
国
が
調
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線
や
、
都
市
計
画
道
路
・
堤
台
柳
沢
線
、

虚虚七光台駅西口には駅前広場七光台駅西口には駅前広場もも

距距梅郷駅にはエスカレーター梅郷駅にはエスカレーターもも

許許清水公園駅の東西連絡通路は地下式清水公園駅の東西連絡通路は地下式にに

鋸鋸障害者総合相談では関係機関との連携障害者総合相談では関係機関との連携もも

昨年利用者１００万人を昨年利用者１００万人を達達成したまめバ成したまめバスス

京


